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全ての学び・意欲・夢の原動力
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ある授業の中で

はどこ？

９割以上の生徒が

どれだけ自分たちの住んでいる
地域の良さ（すばらしさ）を自覚しているのだろうか？
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持続可能な のための教育

持続可能な社会の 教育
（ ）2017年〜

=

=
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体験を通して地域の良さを知る

地域の人とつながる

地域の課題から未来像を描く

自分たちにできることを考え・行動する

持続可能な社会の担い手を育てる教育ＥＳＤ
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地域の福祉施設で直接体験学習
デイサービス、介護老人保健施設、老人福祉施設等での体験を通じ、
思いやりの心を育て、よりよい生き方や共生の意味を考える。

地域の自然環境で直接体験学習
天城山の縦走を経験することにより身近な自然に変化があることを
実感し、環境意識を高め、地域の自然を持続するための方法を考える。

地域の職場で直接体験学習
地域を支える仕事や産業について考え、地域が現在の経済を維持し、
持続可能な発展をするためには何が必要かを体験をもとに考える。

地域の持続発展を提言
「２０２２年夢天城～１０年後、天城の魅力を持続・発展しよう～」をテーマに、
京都・奈良をモデル都市としてその魅力を探ると共に、天城の魅力や課題を
新たに発見し、今後の地域の持続発展を見据えた提言をする。
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グローバルな 視点

SDGs 2012 Akira OTSUKA



（持続可能な社会の担い手を育てる教育）
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福祉体験ガイダンス・福祉施設のオリエンテーション

車椅子体験・高齢者体験・アイマスク体験・認知症講座

2012 Akira OTSUKA



森林学習（事前学習）
鹿防護柵の器材準備
環境省への許可申請
登山の安全確保

登山ガイド
安全確保

NPO法人

ネイチャーゲーム
野外活動

2012 Akira OTSUKA



船原館 東府屋

たつた旅館

木太刀荘

落合楼村上

天城ストアー

伊豆の佐太郎

大地讃頌（八百屋）

森島米店

梅人の里

竹の子かあさんの店

天城デイサービス

伊豆森林管理署

天城ゴルフクラブ

天城わさびの里

昭和の森会館

若木屋（豆腐製造）

わさび農家

堀江養鶏

天城ローズファーム

東京ラスク

2012 Akira OTSUKA



京都市役所
・環境政策局

・都市計画局

・産業観光局

・文化市民局

・建設局

観光情報センター

清水寺門前会

景観まちづくりセンター

京都市体育協会

景観まちづくりセンター

龍安寺

清水寺社務所

京エコロジーセンター

下鴨神社

平等院社務所

ひと・まち交流館

景観まちづくりセンター

2012 Akira OTSUKA



伊豆市役所
・観光交流課

・農林水産課

・観光商工課

・環境衛生課

伊豆市観光協会

修善寺総合会館

伊豆森林管理署

浄蓮の滝観光センター

昭和の森会館

天城ミュージアム

木村屋製菓

東府や

天城会館

明徳寺

山葵農家

夕鶴記念館

虹の郷

落合楼村上

東京ラスク

天城湯ヶ島商工会

森嶋米店 慶友病院 中島病院日赤病院

弘道寺

高台寺

大龍寺

妙本字
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（予定調和でないことに価値がある！）
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2011.413  静岡新聞
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第１回持続発展教育（ＥＳＤ）大賞
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①課題の設定
事前学習

②情報の収集
直接体験
魅力に気づく

③整理・分析
つかむ

④まとめ・発信
発表会

①課題の設定
事前学習

②情報の収集
直接体験
課題に気づく

③整理・分析

④まとめ・発信
発表会

①課題の設定
ブナの植林

②情報の収集
森林管理署に相談

③整理・分析
代案検討

④まとめ・発信
行動
Action

天城の
魅力発見

１年

天城の
課題発見

２年

課題解決の
ための行動

３年

Think Globally Act Locally

Action！

※このProjectは今も在校生に引き継がれている

自然体験学習で

2019 Akira OTSUKA



〈 ESDに取り組んだ最大の成果 〉
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自尊感情と「つながり」に関する各指標の１年間の得点推移

10

12

14

16

18

身近な人からの受容 身近な人への好意 地域への誇りや愛着

平成23年度
（１年生時・学年末）

平成24年度
（２年生時・学年末）

U P
U P

U P

U 
P

「つながり」の各指標
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H21年度３年生 H26年度３年生

自尊感情の項目が全国を越える！

H29年度３年生
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天城学習への理解に関する質問項目の１年間の得点推移

UP

UP

U
P

UP

UP

2018 Akira OTSUKA



人や地域との

①身近な人からの賞賛

④友人への好意や理解

③地域への誇りや愛着
ESD実践の要素

地域での自然体験（天城縦走）

福祉体験を通した思いやりの心

地域の職場や文化の体験

外からの受容

相互理解

誇りや愛着

自然体験

福祉体験

地域学習

2018 Akira OTSUKA

自尊感情に影響を与えた因子

自分に自信がもてるように



身近な人への好意
（人とのつながり）

身近な人からの受容
（地域の人のつながり）

地域への誇り
（地域とのつながり）

2018 Akira OTSUKA
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2019 Akira OTSUKA

持続可能な（地域）社会

をテーマとしたPBL

高齢化社会の課題を知る
思いやり・生き方・共生

１年福祉体験

天城の自然の素晴らしさ
と課題を知る

１・２年自然体験

地域を支える仕事や産業に学ぶ

２年職場体験

京都・奈良をモデル都市
としてそこから学ぶ

３年修学旅行

地域を見直し
課題の解決策を探る

３年地域学習

自分が探究した課題を元に
伊豆市へ提言する

３年伊豆市へ提言

体験

知らなかった天城の魅力に触れ
自分たちの故郷を守り
持続可能な地域にしたい
という感情が芽生えた！

つながり

誇りや愛着 自尊感情
自信



2019 Akira OTSUKA

ESDを通して地域の
魅力を知った私は将
来地域に貢献できる
仕事がしたい。

UH大学1年

人間社会学地域創造学類へ進学

私はESDを通して
助けが必要な人のため
に看護師になりたいと
いう夢をもちましたUM社

会人2年

国際医療福祉大学へ進学し看護師に

故郷を持続可能にするた
めの学習は地域貢献だ
けでなく自分の成長の大
きな手助けになった。

KT大学1年

教員養成系の大学へ進学

地元を知り、考える
きっかけを与えてく
れたのが正に天城
学習である。
社会人5年目

伊豆市総合政策部総合戦略課



地域舞台としたESD
感動！

大自然の雄大さ
底知れぬ魅力

地域の課題
に気づく

2019 Akira OTSUKA

何とかしたい
仲間と共に悩む

将来は地域に貢献できる仕事がしたい！
持続可能な社会の創り手となる

自然体験

様々な体験

自分ごと

地域に対する
誇り・愛着
地域愛

提言
自分なりの答え

人から受容

仲間意識

賞賛

地域を
誇る

自信

自尊感情

人と
つながる

体験

様々な
つながり



ジオパークは世界遺産やBR:生物圏保存地域（エコパーク）とともに

「持続可能な開発目標 SDGs」をも担う

2017 Akira OTSUKA

「ジオパーク」とは、ESDの推進や世界遺産などと同様に
ユネスコが推し進めているプログラム

地質学的にみて国際的に価値のあるサイトについて
「保護」「教育」「持続可能な開発ESD」が一体となった概念
により管理されたエリアが、ジオパークとして登録されている



38

ジオパークの⽅法
人の営みから
自然の営みを

自然の営みから
人の営みを

相互理解することがスタート

ジオパークの視点で見る世界のとらえ方 小山（2010）
伊豆半島ジオパーク協議会 資料より



伊⾖半島ジオパーク推進協議会・教育部会の取り組み

これまでもジオガイドが個⼈的繋がりで学校への出前授業を⾏っているケースはあったが、仕組みにはなっていなかった。伊⾖の⼩中学校の⽣徒たちは、伊⾖の良
さを知らずに、将来は都会に出たい気持ち
を持つ⼦が多かった。地域の未来を担う⼈
材を育成するために、ジオ学習を通して伊
⾖の⾃然・歴史・⽂化の素晴らしさを知り、
地域に誇りと愛着を持って欲したかった。
→天城学習や⻄⾖学を学校で実施
＜教育部会︓⼤塚明⽒(元校⻑)＞
＜教育部会︓⼟屋晴樹⽒(元校⻑) ＞

⼩中学⽣のためのジオ学習

7市8町の全⼩中学校に配布するとともに、
各地の校⻑会へ出向き、ジオガイドの出張
授業を周知

ジオガイドが、各ジオ
サイトで実施できる
教育プログラムを掲
載した冊⼦を作製

認定ジオガイド

依頼

プログラム実施
（出前授業等）

課題意識

校⻑より
各校へ

ジオパーク推進協議会より
初回に限り補助（予定）

・本取り組みにより、専⾨的な知識を持ったジオガイドを、制度として学校に派遣
することが可能となり、質の⾼いジオ学習を推進する体制が整った。
・ジオパーク推進協議会が初回の費⽤を補助することで、学校が導⼊する際の
資⾦的課題が解消され、外部講師によるジオ学習導⼊のハードルがる。

成果

推進協議会 教育部会

地域ESD活動推進拠点

©2020 作成︓関東地⽅ESD活動推進センター 伊藤博隆



地域を持続可能な社会にするための学習

ブラタモリ的な学び

昔その土地に移り住む 大地の成り立ち（ジオ）
↓

土地に合った作物を育てる
↓

その土地に産業・文化が生まれる
↓

様々な歴史のを経て現在に至る → 地域の特色や課題

つながりを学ぶ
（ストリーを知る）

2020 Akira OTSUKA

※地域の課題を解決するためにできることは何かを探究する
↓（現代的課題＝SDGs）

子どもにとって自分事になりやすい → アクティブラーニング

故郷に対
する

誇りや愛
着を育む



ジ オ

湧き水が豊富 水温が一定

伊豆は雨量が多い

伊豆半島は火山の島

多孔質の火山岩

天城でワサビが特産なのはなぜ？

伊豆にたくさん滝があるのはなぜ？

伊豆半島は火山の島

観光地
（景観）

産物
（食）

伊豆半島は火山の島

伊豆に温泉が多いのはなぜ？

旅館
（温泉・湯治）

溶岩流 柱状節理火山噴火

たくさんの支流

石畳式栽培（世界農業遺産）

天城連山 狩野川

地熱 地下のマグマ

熱水鉱床 大仁金山
土肥金山
持越金山



• 環境・社会・経済の
つながりを学ぶ

• 大地の成り立ちとの
つながりを学ぶこと
で地域に対する誇り
や愛着が育まれる

• 地域への愛着が課題
解決への行動を促す

2020 Akira OTSUKA



2020 Akira OTSUKA

正解のない問い

主体的
対話的
深い学び

PBL
アクティブ
ラーニング

正解だけを求める教育

探究の過程を通して
学び方を学ぶ

ファシリテーター
コーディネータ
生徒と共に探究する

探究の過程



ESDから見たSDGsとの関係

持続可能な社会
にするためには？

持続不可能な社会
（現在の世界の状況）

正解は誰にもわからない
（答えのない問い）

様々な要因が
絡みあっている

様々な解が考えられる
17の目標はすべて関連している！

解決しなければ
ならない課題は

17の目標
169のターゲット

考えるためのヒント

解くための羅針盤

ESD

2020 Akira OTSUKA



２０１１年度にアメリカの小学校に入学した子供たちの
は大学卒業時に に就くだろう。

日本の労働人口の にあたる職が
１０〜２０年後には や に代替可能に

〈2011年８月 デユーク大学 〉

〈2015年12月 野村総研・オックスフォード大学〉

代替可能な職業 ＝ 決められたことを決められた通りに実行する（正解のある仕事）

2018 Akira OTSUKA



学力

〈20世紀の故里観〉 〈21世紀の故里観〉

仕事が無いから帰れない！ 仕事を創りに帰りたい！

（都会では出来ない仕事をする）

↑
（都会にしか仕事が無い）

↑

2018 Akira OTSUKA



①体験を通して本物を学ぶ(実感を伴った理解)

②知識の量より学び方を学び、知識を

活用できる力をつける(批判的思考力と活用力)

③正解がない問いに

自分なりの解を導く力(根拠をもって解を導く力)

鵜呑みにしない

2015 Akira OTSUKA



国谷裕子氏の言葉

私はNHKの「クローズアップ現代」で
現代的な課題を取り上げ

その解決策を模索してきました。
ところが、一つの課題の解決策を見つけると
その解決策が、また新たな課題を生みだす

ことに気づいたのです。

〈私がSDGsに取り組むようになった理由〉

2019 Akira OTSUKA



ESDとSDGs

SDGsの達成には教育(ESD)が不可欠！

SDGs達成に向けて

ESD for 2030

2019 Akira OTSUKA



実践内容を詳しく知りたい方は
「持続可能な社会の創り手を育てる教育」

「自尊感情」をテーマとした中学校のESD実践記録

著者 大塚 明
出版社長倉書店
定価 2,300円

（税別）
ISBN 978-4-88850-

079-1

※ 楽天・Amazon等
で購入できます。


